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二成分混合燃料による予混合圧縮着火機関の
圧力上昇率とエミッション低減

研究背景 実験条件

主な結果と考察

 次世代高効率・クリーン燃焼である予混合圧縮
着火(Premixed charge compression ignition: PCCI)燃
焼は最大圧力上昇率の低減が課題である

 下のレーザ誘起蛍光(LIF)画像が示すように, 二成分

混合燃料を用いると，噴霧内に各燃料が異なる濃度
で分布する

 二成分混合燃料の噴霧内で各成分が異なる場所，
異なる時間に着火することで，PCCI燃焼の最大圧力
上昇率を低減できる可能性がある

研究目的
 二成分混合燃料がPCCI燃焼の圧力上昇率に及ぼす

影響を評価する
 二成分混合燃料によるPCCI燃焼の圧力上昇率低減

メカニズムを明らかにする

 実験はコモンレール燃料噴射装置を備えた単気筒
圧縮着火機関において実施した

 吸気酸素濃度と直接噴射の時期を変数にした
 供試燃料はn‐トリデカンとi‐オクタンの混合燃料であ

る

多成分燃料モデル
 KIVA3Vをベースに同志社大学で開発されたモデル

(SAE Paper 2003‐01‐1838)を改良して使用した
 Peng‐Robinson状態方程式を用い，高雰囲気圧力と

周囲気体の液滴への溶存を加味した相平衡計算が
可能である

 着火燃焼モデルには，Shellモデルと一段総括反応を
用いた
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 混合燃料の最大圧力上昇率 (dp/d)max は単成分の
それに比べて低い

 最大圧力上昇率 (dp/d)max の低減は，燃焼室内に

二成分が異なる濃度で分布し，それが時間的・空間
的に異なる着火・燃焼を辿ったことによる

 二成分混合燃料は最大圧力上昇率(dp/d)maxと同
時にエミッションを低減可能である


